
チ
ャ
ー
テ
ィ
ス
ト
の
「
陰
謀
」
と
ス
パ
イ
　
　
ロ
ン
ド
・
ン
、

八
四
八
年

｛1）　チャーティストの「陰謀」とスバイーロンドン，1848年一

第
一
節

ト
マ
ス

イ
ス

バ
ウ
エ
ル
と
ジ
目
ー
ジ
・
デ
イ
ヴ

　
一
八
四
八
年
当
時
、
ロ
ン
ド
ン
近
郊
ク
ロ
イ
ド
ン
の
チ
ャ
ー

テ
ィ
ス
ト
指
導
者
と
し
て
活
動
し
て
い
た
ト
マ
ス
・
フ
ロ
ス
ト

の
回
顧
録
の
中
で
「
考
え
う
る
限
り
最
低
の
悪
人
」
と
呼
ぱ
れ
、

ま
た
甲
Ω
。
ギ
ャ
ミ
ジ
の
手
に
よ
る
最
初
の
チ
ャ
ー
テ
ィ
ス
ト

運
動
史
に
は
「
忌
ま
わ
し
き
卑
劣
漢
」
と
し
て
登
場
す
る
の
が
、

チ
ャ
ー
テ
ィ
ス
ト
運
動
史
上
最
も
有
名
な
ス
バ
イ
、
ト
マ
ス
・

バ
ウ
エ
ル
で
あ
る
。
一
八
四
八
年
七
月
下
旬
か
ら
約
一
ケ
月
問
、

彼
は
チ
ャ
ー
テ
ィ
ス
ト
ら
の
地
下
活
動
に
関
す
る
情
報
を
治
安

当
局
に
提
供
し
た
。
ス
バ
イ
の
雇
用
は
「
非
イ
ギ
リ
ス
的
」
で

、』ノ

関

隆

あ
る
と
い
う
の
が
、
貝
｝
、
ト
ム
ス
ン
の
表
現
を
借
り
る
な
ら

ば
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
好
み
の
信
念
」
か
も
し
れ
な
い
が
、
一

八
四
八
年
の
ロ
ン
ド
ン
で
バ
ウ
エ
ル
を
は
じ
め
多
く
の
ス
バ
イ

が
活
動
し
て
い
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
そ
し
て
、
ベ
ル
チ

ェ
ム
に
よ
れ
ぱ
、
こ
の
年
の
ロ
ン
ド
ン
で
は
「
過
去
に
比
べ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
）

『
ス
バ
イ
．
シ
ス
テ
ム
』
は
相
当
う
ま
く
運
用
さ
れ
た
。
」
バ
ウ

ェ
ル
に
次
い
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
は
ジ
冒
ー
ジ
・
デ
イ
ヴ

ィ
ス
で
あ
る
。
彼
ら
二
人
の
提
供
す
る
情
報
が
治
安
当
局
に
重

視
さ
れ
た
こ
と
は
、
彼
ら
の
報
酬
が
他
の
ス
バ
イ
の
そ
れ
を
圧

倒
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
ロ
ン
ド
ン
の
ス
バ

イ
に
は
他
に
も
、
ベ
ク
ス
リ
ー
の
弁
護
士
ジ
目
ン
・
バ
タ
ス
ン
、

セ
ヴ
ン
・
ダ
ィ
ァ
ル
ズ
の
彫
金
師
チ
ャ
ー
ル
ズ
ニ
ァ
ィ
ル
デ
ン
、
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一橋論叢　第107巻　第2号　平成4年（1992年）2月号　（2〕

製
靴
工
（
居
住
地
域
不
明
）
ト
マ
ス
・
バ
レ
ツ
ト
ら
が
い
た
が
、

量
的
に
少
な
く
、
内
容
も
多
く
の
場
合
具
体
性
を
欠
く
彼
ら
の

情
報
に
治
安
当
局
は
ほ
と
ん
ど
興
味
を
示
さ
ず
、
彼
ら
に
は
満

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

足
な
報
酬
も
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
バ
ウ
エ
ル
の
職
業
は
犬
工
で
あ
り
、
一
八
三
九
年
以
来
義
理

の
兄
弟
に
あ
た
る
フ
ィ
ン
ズ
ベ
リ
ー
の
建
築
業
老
ス
、
ミ
ス
の
許

で
働
い
て
い
た
。
一
八
四
八
年
三
月
な
い
し
四
月
、
「
情
報
を

収
集
し
、
当
局
に
提
供
す
る
こ
と
」
を
目
的
に
、
彼
は
ク
リ
ヅ

プ
ル
ゲ
イ
ト
地
域
の
チ
ャ
ー
テ
ィ
ス
ト
組
織
に
加
入
し
た
。
職

場
の
同
僚
リ
チ
ャ
ー
ド
・
フ
ェ
ネ
ル
竺
言
う
。
「
私
が
彼
に
最

後
に
会
っ
た
の
は
四
－
五
ケ
月
前
［
一
八
四
八
年
三
－
四
月
］

の
こ
と
で
、
そ
の
時
、
彼
は
協
会
［
全
国
憲
章
協
会
、
以
下

2
0
＞
］
に
参
加
し
な
い
か
と
私
を
誘
い
ま
し
た
。
自
分
は
指

導
考
の
一
人
で
あ
る
か
ら
私
を
推
薦
し
よ
う
、
と
。
さ
ら
に
、

彼
は
私
に
自
分
を
代
表
委
員
に
推
薦
し
て
く
れ
な
い
か
と
頼
ん

で
き
ま
し
た
。
そ
う
す
れ
ぱ
、
週
に
二
－
三
ポ
ン
ド
を
稼
ぐ
こ

と
が
で
き
る
の
だ
、
と
」
。
二
う
し
て
、
加
入
早
々
か
ら
バ
ウ
エ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

ル
は
ス
バ
イ
活
動
の
た
め
の
布
石
を
打
ち
始
め
た
。
情
報
の
収

集
・
提
供
に
加
え
、
彼
は
「
ど
ん
な
二
と
で
も
す
る
」
と
思
わ

れ
る
老
た
ち
を
執
鋤
に
扇
動
し
た
。
彼
が
治
安
当
局
へ
の
情
報

提
供
を
始
め
る
の
は
七
月
下
旬
の
こ
と
だ
が
、
扇
動
活
動
は
そ

の
は
る
か
以
前
か
ら
取
り
組
ま
れ
て
い
た
。
こ
の
年
の
ロ
ン
ド

ン
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
チ
ャ
ー
テ
ィ
ス
ト
の
「
八
月
の
陰
謀
」

が
「
バ
ウ
エ
ル
の
策
略
」
と
呼
ぱ
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
は
、
こ

う
し
た
事
情
に
よ
る
。
実
際
、
バ
ウ
エ
ル
は
扇
動
に
き
わ
め
て

熱
心
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
、
首
相
ジ
ヨ
ン
ニ
フ
ヅ
セ
ル
や
警

官
の
暗
殺
計
画
の
立
案
、
家
屋
の
焼
き
討
ち
の
教
唆
、
武
器
の

配
布
等
を
行
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
活
動
に
フ
ァ

ー
ガ
ス
・
オ
コ
ナ
ー
ら
の
薯
名
な
チ
ャ
ー
テ
ィ
ス
ト
指
導
老
を

巻
き
込
む
こ
と
も
試
み
ら
れ
た
。
お
そ
ら
く
八
月
上
旬
、
武
装

蜂
起
の
準
備
の
た
め
の
ロ
ン
ド
ン
の
チ
ャ
⊥
ア
ィ
ス
ト
代
表
老

会
議
へ
の
出
席
を
要
請
す
る
オ
コ
ナ
ー
へ
の
書
簡
の
中
で
、
バ

ウ
エ
ル
は
脅
迫
の
こ
と
ば
を
用
い
て
い
る
。
「
…
も
し
も
貴
方

に
…
チ
ャ
ー
テ
ィ
ス
ト
組
織
の
危
険
を
分
か
ち
持
つ
覚
悟
が
で

き
て
い
な
い
な
ら
ぱ
、
貴
方
は
貴
方
自
身
の
臆
病
の
最
初
の
犠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
4
）

牲
老
の
一
人
と
な
る
で
し
ょ
う
。
」

　
「
八
月
の
陰
謀
」
後
の
裁
判
で
は
、
バ
ウ
エ
ル
の
証
言
に
ど
こ

ま
で
信
愚
性
を
認
め
る
べ
き
か
が
大
問
題
と
な
っ
た
。
彼
の
人
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ロンドン，1848年（3〕　チャーティストのr陰謀」とスバイ

問
性
に
関
す
る
多
く
の
否
定
的
な
証
言
が
聞
か
れ
た
。
「
喉
を

切
っ
て
ジ
目
ン
ニ
フ
ッ
セ
ル
卿
が
自
殺
し
た
」
と
い
っ
た
類
の

嘘
を
頻
繁
に
言
い
ふ
ら
す
バ
ウ
エ
ル
は
、
職
場
で
は
「
嘘
つ
き

ト
ム
」
と
呼
ぱ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
彼
と
は
三
年
半
の
付
き

合
い
が
あ
っ
た
ト
マ
ス
・
オ
ズ
ボ
ー
ン
は
、
「
た
と
え
宣
誓
し

て
い
よ
う
が
、
あ
る
い
は
死
の
床
で
発
言
さ
れ
た
と
し
て
も
、

彼
の
こ
と
ぱ
を
信
じ
る
つ
も
り
は
な
い
」
と
断
言
し
た
。
し
か

し
、
判
事
ア
ー
ル
の
見
解
は
以
下
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
「
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
人
の
心
の
中
に
は
ス
バ
イ
や
裏
切
り
者
に
対
す
る
き

わ
め
て
健
全
な
感
情
が
あ
る
」
か
ら
、
バ
ウ
エ
ル
の
活
動
が
不

愉
快
な
も
の
と
思
わ
れ
る
の
は
避
け
が
た
い
が
、
彼
は
あ
く
ま

で
も
「
悪
の
計
画
」
を
阻
止
す
る
目
的
で
活
動
し
た
の
で
あ
る
。

「
バ
ウ
エ
ル
の
こ
と
を
裏
切
り
老
、
ス
バ
イ
な
ど
と
呼
ぶ
の
で

は
な
く
…
彼
に
対
し
て
謝
意
を
表
明
す
べ
き
で
あ
る
」
。
バ
ウ

ェ
ル
の
証
言
が
デ
イ
ヴ
ィ
ス
ら
の
そ
れ
と
矛
盾
し
て
い
な
い
と

い
う
事
情
も
、
彼
の
証
言
に
信
懸
性
を
認
め
る
べ
き
理
由
と
さ

れ
た
。
そ
し
て
実
際
、
「
八
月
の
陰
謀
」
に
関
与
し
た
老
た
ち
へ

の
有
罪
判
決
の
最
犬
の
根
拠
に
な
っ
た
の
は
、
バ
ウ
エ
ル
の
証

　
　
　
＾
5
）

言
で
あ
っ
た
。

　
「
…
情
報
の
提
供
に
あ
た
っ
て
、
金
銭
的
な
目
的
な
ど
持
っ

て
い
な
か
っ
た
と
私
は
誓
い
ま
す
。
た
だ
我
が
国
に
奉
仕
す
る

た
め
だ
っ
た
の
で
す
」
。
し
か
し
、
バ
ウ
エ
ル
が
週
一
ポ
ン
ド

の
報
酬
を
受
け
て
い
た
事
実
は
争
わ
れ
な
い
。
他
の
ス
バ
イ
の

そ
れ
に
比
べ
て
き
わ
め
て
高
額
な
こ
の
報
酬
に
も
、
彼
は
満
足

し
て
い
な
か
っ
た
。
「
…
私
は
以
前
の
方
が
豊
か
に
暮
ら
し
て

い
ま
し
た
。
私
に
支
払
わ
れ
る
の
は
僅
か
な
額
で
す
。
」
結
局
、

一
八
四
九
年
に
は
合
計
で
四
三
〇
ポ
ン
ド
に
上
る
報
酬
が
バ
ウ

エ
ル
に
与
え
ら
れ
た
。
首
都
警
察
や
内
務
省
は
そ
れ
ほ
ど
彼
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
6
）

活
動
を
高
く
評
価
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ジ
目
ン
ス
ン
そ
の
他

の
偽
名
を
利
用
し
た
彼
の
ス
バ
イ
活
動
は
、
同
じ
く
ス
バ
イ
で

あ
っ
た
デ
イ
ヴ
ィ
ス
に
も
見
破
ら
れ
な
か
っ
た
。
「
－
当
時
、

私
は
彼
の
名
が
ジ
ョ
ン
ス
ン
以
外
の
何
か
で
あ
る
と
は
知
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
彼
が
警
察
と
連
絡
を
と
っ
て
い
る
こ
と
も
、
私

は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
」
八
月
一
四
日
、
バ
ウ
エ
ル
は
偽
名
の

使
用
を
理
由
に
ス
バ
イ
の
嫌
疑
を
か
け
ら
れ
た
が
、
「
チ
ャ
ー

テ
ィ
ス
ト
と
関
係
し
て
い
る
こ
と
を
友
人
に
知
ら
れ
た
く
な
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
7
）

っ
た
」
た
め
で
あ
る
と
い
う
言
い
訳
で
乗
り
切
っ
た
。

　
パ
ウ
エ
ル
に
比
べ
て
も
「
邪
悪
な
点
で
は
ほ
ん
の
僅
か
譲
る
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に
す
ぎ
な
い
L
と
言
わ
れ
る
デ
イ
ヴ
ィ
ス
は
、
古
書
や
中
古
家

具
を
扱
う
商
人
で
あ
っ
た
。
彼
が
地
元
グ
リ
ニ
ヅ
ジ
の
チ
ャ
ー

テ
ィ
ス
ト
組
織
に
加
入
す
る
の
は
一
八
四
八
年
五
月
二
四
日
の

こ
と
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
そ
の
直
後
に
ロ
ン
ド
ン
全
体
の
チ
ャ

ー
テ
ィ
ス
ト
代
表
老
会
議
に
も
派
遣
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、

治
安
当
局
へ
の
情
報
提
供
は
既
に
三
月
一
二
日
以
来
行
な
わ
れ

て
い
た
。
「
私
は
：
・
た
だ
情
報
を
収
集
す
る
目
的
で
チ
ャ
ー
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

イ
ス
ト
協
会
に
加
わ
っ
た
の
で
す
」
。
六
月
二
一
日
を
境
に
、

デ
イ
ヴ
ィ
ス
の
情
報
は
チ
ャ
ー
テ
ィ
ス
ト
ら
の
地
下
活
動
の
核

心
に
触
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
日
か
ら
本
格
化
し
た
「
陰

謀
」
を
準
備
す
る
活
動
に
参
加
し
な
が
ら
、
彼
は
「
八
月
の
陰

謀
」
直
前
ま
で
情
報
を
提
供
し
続
け
た
。
こ
と
情
報
提
供
に
関

す
る
限
り
、
デ
ィ
ヴ
ィ
ス
の
方
が
バ
ウ
ェ
ル
よ
り
も
継
続
的
な

努
力
を
払
っ
た
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
扇
動
に
つ
い
て
も
、
デ

イ
ヴ
ィ
ス
が
他
の
チ
ャ
ー
テ
ィ
ス
ト
に
ビ
ス
ト
ル
を
販
売
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
9
）

い
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　
「
酬
報
を
得
る
な
ど
と
い
う
目
的
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

私
は
た
だ
生
命
と
財
産
を
守
り
た
い
と
望
ん
だ
の
で
す
。
」
現

実
に
自
分
は
何
の
報
酬
も
得
て
い
な
い
と
デ
イ
ヴ
ィ
ス
は
証
言

し
て
い
る
が
、
報
酬
な
し
の
状
態
に
不
満
を
抱
い
て
い
た
こ
と

は
問
違
い
な
い
。
「
私
は
何
回
か
、
ス
バ
イ
の
仕
事
を
辞
め
た

い
と
思
い
ま
し
た
が
、
警
察
の
警
視
や
警
部
は
私
に
そ
う
す
る

こ
と
を
許
可
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
」
お
そ
ら
く
こ
う
し
た
不
満

を
解
消
す
る
た
め
、
彼
の
情
報
の
価
値
を
認
め
て
い
た
治
安
当

局
は
、
結
局
一
五
〇
ポ
ン
ド
を
彼
に
支
払
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

パ
ウ
エ
ル
と
並
ん
で
法
廷
で
証
言
を
繰
り
返
し
、
そ
の
結
果
ス

バ
イ
活
動
の
事
実
が
広
く
知
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
デ
イ
ヴ
ィ

ス
は
、
地
元
で
の
商
売
の
続
行
が
不
可
能
な
状
態
に
陥
っ
た
。

身
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
グ
リ
ニ
ッ
ジ
を
離
れ
る
こ
と
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
デ
イ
ヴ
ィ
ス
に
と
っ
て
、
一
五
〇
ポ
ン
ド
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

い
う
報
酬
は
決
し
て
満
足
で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　
バ
ウ
ェ
ル
と
デ
イ
ヴ
ィ
ス
が
継
続
的
に
情
報
を
提
供
し
、
し

か
も
か
な
り
高
額
な
報
酬
を
受
け
て
い
た
こ
と
、
さ
ら
に
彼
ら

の
情
報
が
相
互
に
矛
盾
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
考
え
て
、
こ
れ

ら
二
名
の
情
報
は
概
ね
信
頼
し
う
る
と
判
断
で
き
る
。
以
下
、

本
稿
は
、
彼
ら
の
ス
バ
イ
活
動
を
跡
づ
け
な
が
ら
、
一
八
四
八

年
の
ロ
ン
ド
ン
で
展
開
さ
れ
た
チ
ャ
ー
テ
ィ
ス
ト
や
、
彼
ら
に

同
調
し
た
コ
ン
フ
ェ
デ
レ
イ
ト
と
呼
ば
れ
る
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
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（5）　チャーティストの「陰謀」とスバイー回ンドン，1848年一

ナ
シ
目
ナ
リ
ス
ト
の

　
　
　
　
（
u
）

解
明
を
試
み
る
。

第
二
節
　
口

「
陰
謀
」
を
目
指
す
地
下
活
動
の
実
態
の

ン
ド
ン
の
「
陰
謀
」

（
一
）

　
合
法
的
大
衆
運
動
と
し
て
の
チ
ャ
ー
テ
ィ
ズ
ム
の
立
て
直
し

を
図
っ
て
2
0
＞
執
行
委
員
会
が
計
画
し
た
一
八
四
八
年
六
月

二
一
日
の
全
国
一
斉
集
会
は
、
完
全
な
失
敗
に
終
わ
っ
た
。
五

月
末
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
併
合
撤
回
運
動
の
指
導
者
ジ
ョ
ン
・

、
、
、
ソ
チ
ェ
ル
が
流
刑
に
処
さ
れ
て
以
降
、
ロ
ン
ド
ン
を
は
じ
め

イ
ギ
リ
ス
の
諸
都
市
で
は
チ
ャ
ー
テ
ィ
ス
ト
や
コ
ン
フ
ェ
デ
レ

イ
ト
に
よ
る
抗
議
行
動
が
連
目
取
り
組
ま
れ
た
が
、
こ
う
し
た

行
動
は
し
ぱ
し
ぱ
警
察
と
の
衝
突
に
至
っ
た
。
フ
ィ
ジ
カ
ル
・

フ
ォ
ー
ス
の
脅
威
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
と
っ
た
治
安

当
局
は
、
六
月
一
二
日
の
ロ
ン
ド
ン
で
の
集
会
開
催
を
禁
止
し

た
。
六
月
一
二
日
当
日
、
ロ
ン
ド
ン
の
集
会
会
場
に
予
定
さ
れ

て
い
た
ビ
シ
目
ヅ
プ
・
ボ
ナ
ー
ズ
・
フ
ィ
ー
ル
ズ
は
警
察
に
よ

っ
て
占
拠
さ
れ
、
チ
ャ
⊥
ア
ィ
ス
ト
は
集
会
を
試
み
る
こ
と
さ

　
　
　
　
　
（
1
2
）

え
で
き
な
か
っ
た
。
六
月
六
日
に
ア
ー
ネ
ス
ト
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ

が
逮
捕
さ
れ
、
オ
コ
ナ
ー
が
運
動
の
前
線
を
離
れ
て
い
る
中
で
、

当
時
お
そ
ら
く
最
大
の
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
チ
ャ
ー
テ
ィ
ス

ト
指
導
老
は
ピ
ー
タ
ー
・
マ
リ
・
マ
ク
ド
ゥ
ア
ル
だ
っ
た
が
、

六
月
＝
一
日
を
経
験
し
て
、
マ
ク
ド
ゥ
ア
ル
を
含
む
一
部
の
戦

闘
的
な
チ
ャ
⊥
ア
ィ
ス
ト
は
、
合
法
的
大
衆
運
動
の
路
線
か
ら

「
陰
謀
」
を
目
指
す
地
下
運
動
の
路
線
に
転
じ
て
い
っ
た
。

　
六
月
一
二
日
当
日
の
午
後
に
開
か
れ
た
ロ
ン
ド
ン
の
チ
ャ
i

テ
ィ
ス
ト
代
表
考
会
議
で
は
、
以
下
の
重
要
な
決
定
が
下
さ
れ

た
。
（
一
）
今
後
、
野
外
で
の
集
会
は
開
催
し
な
い
。
（
二
）
今

後
の
代
表
老
会
議
は
秘
密
会
議
と
し
、
連
日
開
催
さ
れ
る
。

（
三
）
「
最
後
の
闘
い
」
の
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る
た
め
の
小
委
員

会
を
設
置
す
る
。
「
政
府
の
虚
を
つ
い
て
真
夜
中
に
決
起
す
べ

き
で
あ
り
、
決
起
の
日
は
一
〇
日
以
内
に
訪
れ
る
だ
ろ
う
。
」

（
四
）
各
々
の
地
域
の
チ
ャ
ー
テ
ィ
ス
ト
や
コ
ン
フ
ェ
デ
レ
イ

ト
の
ク
ラ
ブ
等
の
メ
ン
バ
ー
は
今
後
一
〇
日
間
は
連
日
結
集
し
、

武
装
を
急
い
で
、
い
つ
で
も
「
陰
謀
」
に
決
起
で
き
る
態
勢
を

敷
く
。
議
長
を
務
め
る
マ
ク
ド
ゥ
ア
ル
は
語
っ
た
。
「
今
後
の

我
々
の
活
動
は
全
て
厳
密
に
プ
ラ
イ
ヴ
ェ
ー
ト
な
も
の
と
し
て

保
持
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
と
な
ろ
う
。
…
我
々
の
活
動
は
今
や

陰
謀
の
形
態
を
採
り
つ
つ
あ
る
」
。
彼
が
機
密
保
持
を
強
調
し
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た
の
は
、
ス
バ
イ
の
潜
入
へ
の
危
機
感
が
強
ま
っ
て
い
た
た
め

で
あ
っ
た
。
「
今
後
ス
バ
イ
が
発
見
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ

れ
ぱ
、
彼
は
そ
の
場
で
殺
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
」
実
際
に
は
、
こ
の

日
の
代
表
老
会
議
に
も
二
人
の
ス
バ
イ
が
出
席
し
て
い
た
。
　
一

人
は
グ
リ
ニ
ヅ
ツ
地
域
の
代
表
委
員
で
あ
っ
た
デ
イ
ヴ
ィ
ス
、

も
う
一
人
は
『
ノ
ー
ザ
ン
・
ス
タ
ー
』
（
最
も
有
力
な
チ
ャ
ー
テ

ィ
ス
ト
新
聞
）
の
通
信
員
ト
マ
ス
・
レ
デ
ィ
ン
グ
で
あ
る
。
地

下
活
動
路
線
へ
の
本
格
的
転
換
の
当
初
か
ら
、
ロ
ン
ド
ン
に
お

け
る
「
陰
謀
」
の
準
備
は
治
安
当
局
に
把
握
さ
れ
て
い
た
の
で

（
1
3
）

あ
る
。

　
翌
二
二
日
の
代
表
老
会
議
で
は
、
ま
ず
二
名
の
代
表
委
員
、

マ
ン
ダ
ー
・
メ
イ
と
プ
ル
ー
ム
が
ス
バ
イ
と
し
て
告
発
さ
れ
、

追
放
さ
れ
た
。
続
い
て
、
前
日
の
代
表
老
会
議
で
指
名
さ
れ
た

四
名
（
ヘ
ン
シ
目
ウ
、
ビ
ヅ
ト
、
ハ
ニ
ボ
ル
ド
、
バ
ー
シ
ー
）

が
「
政
府
を
転
覆
し
、
ロ
ン
ド
ン
を
占
領
す
る
プ
ラ
ン
」
を
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
M
〕

成
し
、
翌
日
の
代
表
老
会
議
に
提
出
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
四
名
は
、
翌
日
の
午
前
一
〇
時
か
ら
開
か
れ
た
代
表
老

会
議
に
、
さ
っ
そ
く
「
陰
謀
」
の
プ
ラ
ン
を
提
示
し
た
。

　
「
ロ
ン
ド
ン
の
地
図
が
示
さ
れ
、
い
く
つ
か
の
異
な
る
攻
撃

　
プ
ラ
ン
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
プ
ラ
ン
の
一
つ
は
、
以
下
の

　
よ
う
に
バ
リ
ケ
ー
ド
を
構
築
す
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。
ス

　
ト
ラ
ン
ド
の
ニ
ュ
ー
・
チ
ャ
ー
チ
周
辺
か
ら
…
ラ
ド
ゲ
イ

　
ト
・
ヒ
ル
ヘ
、
：
・
チ
ー
プ
サ
イ
ド
か
ら
…
バ
ー
ビ
カ
ン
ヘ
、

　
そ
こ
か
ら
オ
ル
ダ
ー
ズ
ゲ
イ
ト
・
ス
ト
リ
ー
ト
を
通
っ
て
ク

　
ラ
ー
ク
ン
ウ
ェ
ル
ヘ
、
さ
ら
に
サ
フ
ロ
ン
・
ヒ
ル
を
経
由
し

　
て
ハ
ッ
ト
ン
・
ガ
ー
デ
ン
裏
の
通
り
へ
、
…
そ
こ
か
ら
セ
ン

　
ト
・
ジ
ャ
イ
ル
ズ
・
チ
ャ
ー
チ
ま
で
行
き
｛
ド
ゥ
ル
ー
リ

　
ー
・
レ
イ
ン
、
ラ
ヅ
セ
ル
・
ス
ト
リ
ー
ト
、
コ
ヴ
ェ
ン
ト
・

　
ガ
i
デ
ン
を
経
て
ス
ト
ラ
ン
ド
ヘ
戻
る
。
L

バ
リ
ケ
ー
ド
の
構
築
以
外
に
も
、
「
教
会
、
劇
場
そ
の
他
の
公
共

建
築
物
」
の
焼
き
討
ち
、
銃
砲
店
等
の
襲
撃
、
と
い
っ
た
行
動

が
検
討
に
付
さ
れ
た
。
し
か
し
、
い
か
な
る
「
陰
謀
」
の
プ
ラ

ン
を
採
用
す
べ
き
か
を
め
ぐ
り
、
代
表
老
会
議
は
紛
糾
し
た
。

議
長
マ
ク
ド
ゥ
ア
ル
は
、
午
後
八
時
に
サ
ザ
ッ
ク
の
ビ
ア
シ
目

ヅ
プ
「
ロ
ー
ド
・
デ
ン
マ
ン
」
で
会
議
を
再
開
す
る
こ
と
と
し
、

一
時
休
会
を
告
げ
た
。
「
ロ
ー
ド
・
デ
ン
マ
ン
で
再
開
さ
れ
る

会
議
で
は
、
我
々
の
決
起
ー
そ
れ
は
遅
く
と
も
金
曜
日
か
日

曜
日
の
夜
に
は
決
行
さ
れ
ね
ぱ
な
ら
な
い
－
の
計
画
に
つ
い
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ロンドン，1848年（7）　チャーティストの「陰謀」とスバイ

て
通
告
す
る
た
め
に
、
二
人
の
代
表
委
員
を
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー

及
び
そ
の
他
の
地
域
に
派
遣
す
る
こ
と
が
検
討
さ
れ
る
だ
ろ

う
。
L
こ
う
し
て
、
六
月
一
四
日
昼
の
段
階
で
は
、
一
六
日
な
い

し
一
八
日
の
決
起
に
向
け
て
「
陰
謀
」
の
様
々
な
プ
ラ
ン
が
検

討
さ
れ
、
北
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
同
種
の
活
動
と
の
連
絡

　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
〕

も
考
慮
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
夜
の
代
表
老
会
議
再
開
ま

で
に
事
態
は
思
わ
ぬ
展
開
を
見
せ
る
。

　
一
四
日
午
後
八
時
半
頃
、
「
ロ
ー
ド
・
デ
ン
マ
ン
」
で
会
議
の

再
開
を
待
っ
て
い
た
代
表
委
員
た
ち
の
許
に
、
マ
ク
ド
ゥ
ア
ル

か
ら
の
メ
ヅ
セ
ー
ジ
が
届
い
た
。
こ
の
日
午
前
の
代
表
者
会
議

の
後
、
乞
O
＞
執
行
委
員
ジ
目
ン
・
マ
ク
ロ
ウ
の
強
い
勧
め
に

従
っ
て
、
老
O
＞
執
行
委
員
会
の
権
限
で
代
表
者
会
議
の
解
散

が
決
定
さ
れ
た
圭
言
う
の
で
あ
る
。
解
散
の
理
由
と
し
て
は
、

一
四
日
午
前
以
降
に
「
何
ら
か
の
秘
密
が
漏
れ
た
」
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
一
二
日
以
降
の
代
表
老
会
議
に

も
ス
バ
イ
が
出
席
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
、
組
織
防

衛
の
た
め
に
代
表
者
会
議
を
解
散
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
ス
バ
イ
の
潜
入
は
既
に
＝
二
日
の
代
表
老
会
議
で
も

指
摘
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
代
表
委
員
た
ち
が
突
然
の
解

散
指
令
に
納
得
す
る
は
ず
も
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
「
陰
謀
」
の

プ
ラ
ン
が
存
在
し
、
そ
の
準
備
の
た
め
に
代
表
者
会
議
が
開
か

れ
て
い
た
と
い
う
事
実
一
切
を
今
後
は
否
定
す
る
、
と
マ
ク
ド

ゥ
ア
ル
が
伝
え
た
こ
と
も
、
代
表
委
員
た
ち
の
反
発
を
強
め
た
。

突
然
の
解
散
決
定
と
マ
ク
ド
ゥ
ア
ル
の
豹
変
に
憤
っ
た
彼
ら
は
、

「
各
々
の
地
域
に
戻
り
、
自
分
た
ち
が
マ
ク
ド
ゥ
ア
ル
に
ど
の

よ
う
に
扱
わ
れ
た
か
を
地
域
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
に
伝
え
、
今
後

チ
ャ
ー
テ
ィ
ス
ト
運
動
と
は
一
切
関
係
を
持
た
な
い
よ
う
に
忠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蝸
）

告
す
る
つ
も
り
で
あ
る
、
と
の
意
向
を
表
明
」
し
た
。

　
一
四
日
深
夜
、
デ
イ
ヴ
ィ
ス
と
と
も
に
グ
リ
ニ
．
ヅ
ジ
ヘ
戻
っ

た
同
地
域
の
チ
ャ
ー
テ
ィ
ス
ト
指
導
者
ブ
ラ
イ
は
、
「
陰
謀
」
の

準
備
に
加
わ
っ
て
い
た
こ
と
に
危
険
を
感
じ
な
い
か
と
水
を
向

け
る
デ
イ
ヴ
ィ
ス
に
対
し
、
「
我
々
を
政
府
に
売
り
、
我
々
を
裏

切
る
た
め
に
」
何
か
を
企
ん
で
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、
と

マ
ク
ド
ゥ
ア
ル
ら
へ
の
不
信
感
を
表
明
し
て
い
る
。
マ
ク
ド
ゥ

ア
ル
及
ぴ
2
0
＞
執
行
委
員
会
の
権
威
失
墜
に
伴
っ
て
、
こ
れ

以
後
の
「
陰
謀
」
に
向
け
た
ロ
ン
ド
ン
の
地
下
活
動
は
彼
ら
と

は
関
係
を
持
た
な
い
、
独
自
の
運
動
に
な
っ
て
い
く
。
六
月
一

二
－
四
日
の
代
表
老
会
議
の
席
上
で
印
象
に
残
っ
た
人
物
と
し
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て
、
デ
イ
ヴ
ィ
ス
は
ジ
ヨ
ー
ジ
・
ブ
リ
ヅ
ジ
・
マ
リ
ン
ズ
（
「
警

察
や
軍
隊
に
硝
酸
を
投
げ
つ
け
る
こ
と
を
提
案
し
た
男
」
）
、
ウ

ィ
リ
ア
ム
・
レ
イ
シ
i
（
二
三
－
四
日
の
…
会
議
で
最
も
ア

ク
テ
ィ
ヴ
だ
っ
た
メ
ン
バ
ー
の
一
人
L
）
ら
の
名
を
挙
げ
て
い

る
が
、
彼
ら
は
七
月
下
旬
以
降
の
地
下
運
動
の
第
二
波
の
最
も

重
要
な
指
導
老
と
な
る
。
六
月
一
四
日
の
突
然
の
解
散
指
令
を

経
験
し
た
彼
ら
が
Z
O
＞
執
行
委
員
会
と
関
係
を
持
と
う
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

な
か
っ
た
の
は
、
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

第
三
節
　
口

ン
ド
ン
の
「
陰
謀
」

（
二
）

　
ロ
ン
ド
ン
で
「
陰
謀
」
を
策
す
老
た
ち
が
再
び
会
合
を
開
く

よ
う
に
な
る
の
は
、
七
月
一
〇
日
の
こ
と
で
あ
る
。
六
月
段
階

と
同
じ
く
、
こ
う
し
た
会
合
は
チ
ャ
ー
テ
ィ
ス
ト
代
表
老
会
議

と
い
う
形
式
を
採
っ
た
。
七
月
一
〇
日
は
ア
ー
ネ
ス
ト
．
ジ
冒

ー
ン
ズ
ら
の
裁
判
が
始
ま
る
日
で
あ
り
、
代
表
老
会
議
が
召
集

さ
れ
た
直
接
の
目
的
は
彼
ら
の
救
出
を
検
討
す
る
こ
と
だ
っ
た
。

救
出
は
実
際
に
試
み
ら
れ
は
し
な
か
っ
た
が
、
こ
の
日
の
会
議

が
一
つ
の
契
機
と
な
っ
て
、
「
陰
謀
」
の
準
備
は
再
び
本
格
化
し

　
　
（
1
8
）

て
い
っ
た
。

　
七
月
二
〇
日
の
代
表
老
会
議
に
は
、
ク
リ
ッ
ブ
ル
ゲ
イ
ト
地

域
の
代
表
と
し
て
バ
ウ
エ
ル
が
初
め
て
出
席
し
た
。
バ
ウ
エ
ル

は
回
想
す
る
。

　
「
ク
リ
ヅ
プ
ル
ゲ
イ
ト
地
域
の
チ
ャ
ー
テ
ィ
ス
ト
協
会
に
は
、

　
地
域
の
事
柄
に
つ
い
て
の
指
導
機
関
と
し
て
五
人
か
ら
成
る

　
評
議
会
が
あ
り
ま
し
た
。
去
る
七
月
二
〇
日
の
チ
ャ
ー
テ
ィ

　
ス
ト
の
秘
密
委
員
会
［
代
表
老
会
議
を
指
す
］
の
会
合
に
出

　
席
す
る
よ
う
に
、
私
は
評
議
会
か
ら
指
名
を
受
け
ま
し
た
…

　
ペ
イ
ン
、
ブ
リ
ュ
ス
タ
ー
、
マ
リ
ン
ズ
、
ダ
ウ
リ
ン
グ
、
グ

　
リ
ニ
ヅ
ジ
代
表
一
人
、
…
コ
ン
フ
ェ
デ
レ
イ
ト
・
ク
ラ
ブ
代

　
表
一
人
が
出
席
し
て
い
ま
し
た
［
厳
密
に
は
、
ウ
ィ
リ
ァ

　
ム
・
オ
ー
ル
ナ
ソ
ト
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
バ
セ
ソ
ト
、
バ
テ
ィ

　
ス
、
ブ
リ
ュ
ス
タ
ー
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ダ
ウ
リ
ン
グ
、
ジ
目

　
ー
ジ
・
ブ
リ
ッ
ジ
・
マ
リ
ン
ズ
、
ペ
イ
ン
、
ジ
ョ
ン
・
ロ
ー

　
ズ
、
そ
し
て
デ
イ
ヴ
ィ
ス
と
バ
ウ
ェ
ル
（
ジ
冒
ン
ス
ン
を
名

　
乗
る
）
を
含
む
計
一
四
名
が
出
席
し
て
い
た
］
。
・
：
こ
の
会

　
合
で
は
、
チ
ャ
⊥
ア
ィ
ス
ト
運
動
を
前
進
さ
せ
る
た
め
の
五

　
つ
の
行
動
計
画
の
作
成
を
目
的
に
、
委
員
会
を
結
成
す
る
こ

　
と
が
提
案
さ
れ
、
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
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に
は
、
ペ
イ
ン
、
ブ
リ
ュ
ス
タ
ー
、
ロ
ー
ズ
、
マ
リ
ン
ズ
・

　
“
　
　
　
　
“
　
　
　
　
　
　
　
　
一
1
9
一

　
タ
ウ
リ
ン
ク
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
L

こ
う
し
て
、
代
表
者
会
議
内
に
「
陰
謀
」
の
プ
ラ
ン
の
作
成
を

任
務
と
す
る
小
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
ペ
イ
ン
が
議
長
を
、
マ

リ
ン
ズ
が
副
議
長
及
び
財
政
を
、
ロ
ー
ズ
が
書
記
を
務
め
る
こ

と
に
な
っ
た
。
小
委
員
会
の
五
人
の
メ
ン
バ
ー
の
う
ち
で
は
、

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ダ
ウ
リ
ン
グ
に
関
す
る
情
報

が
多
い
。
事
務
弁
護
士
の
家
庭
に
育
っ
た
彼
は
当
時
二
四
歳
の

肖
像
画
家
で
あ
り
、
六
月
中
頃
か
ら
ソ
ー
ホ
i
の
コ
ン
フ
ェ
デ

レ
イ
ト
組
織
デ
ィ
ヴ
ィ
ス
・
ク
ラ
ブ
の
書
記
の
任
に
あ
っ
た
。

チ
ャ
ー
テ
ィ
ス
ト
を
中
心
と
す
る
「
陰
謀
」
の
準
備
に
関
与
し

な
が
ら
も
、
彼
は
あ
く
ま
で
も
自
己
を
「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
ナ

シ
ヨ
ナ
リ
ス
ト
」
と
規
定
し
、
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
杜
会
を
撹
乱
す

る
こ
と
で
は
な
く
、
私
自
身
の
国
を
自
由
に
す
る
こ
と
」
を
自

ら
の
課
題
と
し
て
い
た
。
ま
た
、
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
・
ホ

ス
ビ
タ
ル
で
働
く
二
三
歳
の
医
学
生
マ
リ
ン
ズ
は
、
バ
ウ
エ
ル

に
よ
れ
ぱ
、
「
あ
ら
ゆ
る
場
面
に
お
け
る
第
一
の
ス
ポ
ー
ク
ス

　
　
　
　
　
（
2
0
）

マ
ン
」
で
あ
っ
た
。

七
月
三
〇
日
に
は
、
ブ
リ
ュ
ス
タ
ー
に
代
わ
っ
て
バ
セ
ッ
ト

が
小
委
員
会
に
加
わ
っ
た
。
さ
ら
に
そ
の
二
日
後
、
新
た
に
四

人
が
小
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
に
選
出
さ
れ
た
が
、
注
目
す
べ
き

こ
と
に
、
こ
こ
で
選
出
さ
れ
た
四
人
（
ト
マ
ス
・
フ
ェ
イ
、
ト

ン
プ
ス
ン
、
リ
ン
チ
、
ド
ノ
ヴ
ァ
ン
）
は
全
員
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

人
で
あ
っ
た
。
ダ
ウ
リ
ン
グ
を
加
え
、
こ
れ
で
小
委
員
会
内
の

過
半
数
を
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
が
占
め
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
が
ロ
ン
ド
ン
の
「
陰
謀
」
準
備
の
中
枢

で
多
数
派
を
形
成
し
た
と
い
う
事
実
は
、
地
下
活
動
に
少
な
か

ら
ぬ
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
が
参
加
し
て
い
た
こ
と
を
、
ま
ず
間
違

い
な
く
反
映
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
わ
ざ
わ
ざ
こ
の
時
期
に
多

く
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
を
小
委
員
会
に
加
え
た
背
景
に
は
、
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
に
お
け
る
コ
ン
7
エ
デ
レ
イ
ト
の
反
乱
に
で
き
れ

ば
連
携
す
る
か
た
ち
で
ロ
ン
ド
ン
の
「
陰
謀
」
を
決
行
し
た
い

と
い
う
期
待
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
七
月
二
九
日
の
コ
ン
フ

ェ
デ
レ
イ
ト
の
「
蜂
起
」
は
簡
単
に
鎮
圧
さ
れ
て
い
た
が
・
こ

の
小
委
員
会
再
編
成
の
時
点
で
は
、
ロ
ン
ド
ン
の
地
下
活
動
に

従
事
す
る
老
の
多
く
が
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
反
乱
は
遠
か
ら
ぬ

う
ち
に
拡
大
す
る
も
の
と
考
え
て
い
た
。
『
ス
ピ
リ
ッ
ト
・
オ

ブ
．
ジ
．
エ
イ
ジ
』
の
次
の
よ
う
な
情
勢
認
識
を
共
有
し
て
い
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た
老
は
、
少
な
く
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
「
諸
日
刊
紙
に
よ

り
、
［
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
］
蜂
起
は
既
に
鎮
圧
さ
れ
た
と
我
々
は

教
え
ら
れ
て
い
る
。
…
し
か
し
…
蜂
起
が
鎮
圧
さ
れ
た
の
で
あ

れ
ば
、
な
ぜ
我
が
国
は
依
然
と
し
て
多
く
の
軍
隊
を
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
に
送
り
続
け
て
い
る
の
か
？
…
な
ぜ
ス
、
、
、
ス
．
オ
ブ
ラ
イ

エ
ン
［
コ
ン
フ
ェ
デ
レ
イ
ト
の
最
高
指
導
者
］
や
他
の
指
導
老

た
ち
は
捕
え
ら
れ
、
女
王
の
監
獄
の
ど
こ
か
に
囚
わ
れ
て
い
な

い
の
か
？
　
そ
れ
は
単
に
彼
ら
の
反
乱
が
鎮
圧
さ
れ
て
い
な
い

た
め
、
あ
る
い
は
、
実
際
に
は
反
乱
が
ま
だ
完
全
に
は
始
め
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

れ
て
い
な
い
た
め
で
あ
る
と
我
々
は
考
え
る
。
」

　
ロ
ン
ド
ン
で
「
陰
謀
」
を
目
指
す
老
た
ち
が
連
携
し
た
い
．
と

考
え
て
い
た
の
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
反
乱
と
だ
け
で
は
な
か

っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
他
の
諸
都
市
、
特
に
北
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の

そ
れ
に
お
け
る
同
種
の
「
陰
謀
」
と
の
連
絡
は
、
彼
ら
に
と
っ

て
重
要
な
テ
ー
マ
だ
っ
た
。
八
月
四
日
の
代
表
老
会
議
は
、
早

急
に
代
表
を
北
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
派
遣
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う

点
で
一
致
し
、
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
の
「
チ
ャ
ー
タ
ー
．
コ

ー
ヒ
ー
・
ハ
ウ
ス
」
の
経
営
者
で
も
あ
っ
た
製
靴
エ
ウ
ィ
リ
ア

ム
・
レ
イ
シ
ー
が
、
翌
朝
ロ
ン
ド
ン
を
発
っ
て
マ
ン
チ
ェ
ス
タ

　
　
　
　
＾
2
2
）

1
へ
向
か
っ
た
。

　
八
月
七
日
、
ロ
ン
ド
ン
の
新
聞
各
紙
は
八
月
五
日
の
ス
、
、
、

ス
・
オ
ブ
ラ
イ
エ
ン
の
逮
捕
を
報
道
し
た
。
こ
の
日
の
代
表
老

会
議
で
は
、
小
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
九
人
全
員
の
辞
任
が
発
表

さ
れ
た
。
二
の
措
置
が
採
ら
れ
た
理
由
と
し
て
、
バ
ウ
エ
ル
は
、

「
ス
ミ
ス
・
オ
ブ
ラ
イ
エ
ン
逮
捕
の
連
絡
」
、
そ
し
て
「
小
委
員

会
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
、
す
な
わ
ち
ド
ノ
ヴ
ァ
ン
、
フ
ェ
イ
、

ト
ン
プ
ス
ン
、
リ
ン
チ
を
小
委
員
会
の
残
る
多
数
派
が
信
頼
し

て
い
な
か
っ
た
こ
と
」
の
二
点
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
れ
ら
四
人

の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
は
、
「
チ
ャ
ー
テ
ィ
ス
ト
と
と
も
に
コ
ン

フ
ェ
デ
レ
イ
ト
も
正
当
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
と
」
小
委
員
会

に
加
え
ら
れ
た
わ
け
だ
が
、
ロ
ン
ド
ン
の
チ
ャ
i
テ
ィ
ス
ト
と

コ
ン
フ
ェ
デ
レ
イ
ト
と
の
間
に
は
不
信
感
が
残
っ
て
い
た
。

（
バ
ウ
ェ
ル
の
情
報
か
ら
判
断
す
る
限
り
、
ダ
ウ
リ
ン
グ
は
チ

ャ
ー
テ
ィ
ス
ト
の
側
に
つ
い
た
。
）
コ
ン
フ
ェ
デ
レ
イ
ト
の
反

乱
の
敗
北
が
明
ら
か
と
な
っ
た
今
、
不
信
感
を
抑
え
て
ま
で
小

委
員
会
に
多
く
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
を
参
加
さ
せ
る
必
要
は
認

め
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
日
の
代
表
老
会
議
で
は
さ
っ
そ
く
新

し
い
五
人
の
小
委
員
会
が
選
出
さ
れ
た
が
、
そ
の
メ
ン
バ
ー
は
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ペ
イ
ン
、
ロ
ー
ズ
、
マ
リ
ン
ズ
、
ブ
リ
ュ
ス
タ
ー
、
バ
セ
ッ
ト

　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

で
あ
り
　
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
は
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
の
反
乱
が
予
想
以
上
に
簡
単
に
挫
折
し
た
こ
と
は
、

ロ
ン
ド
ン
の
「
陰
謀
」
に
と
っ
て
重
大
な
意
味
を
持
っ
た
。
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
の
反
乱
が
拡
大
し
、
イ
ギ
リ
ス
の
治
安
維
持
勢
力

に
打
撃
を
与
え
る
こ
と
を
期
待
し
な
が
ら
検
討
さ
れ
て
い
た

「
陰
謀
」
の
プ
ラ
ン
は
、
八
月
七
日
を
転
機
と
し
て
、
根
本
的
な

再
検
討
に
付
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
中
、

北
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
「
陰
謀
」
と
の
連
携
に
は
従
来
以
上
の
期

　
　
　
　
　
＾
以
）

待
が
か
け
ら
れ
た
。

　
八
月
二
日
、
小
委
員
会
の
書
記
で
あ
る
ロ
ー
ズ
の
家
か
ら
、

警
察
は
地
下
活
動
に
関
す
る
文
書
を
押
収
し
た
。
そ
の
結
果
、

二
二
日
に
延
期
さ
れ
た
代
表
老
会
議
で
は
、
ロ
ー
ズ
に
代
わ
っ

て
仕
立
エ
ウ
ィ
リ
ァ
ム
・
カ
ツ
フ
ェ
イ
が
小
委
員
会
に
参
加
し
、

書
記
の
任
に
あ
た
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
一
一
日
以
降
、
ロ

ー
ズ
は
「
陰
謀
」
の
準
備
の
た
め
の
会
議
に
は
全
く
出
席
し
て

い
な
い
。
さ
ら
に
、
新
た
に
も
う
一
人
、
ウ
ォ
リ
ー
が
小
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
肪
）

会
の
メ
ン
バ
ー
に
選
出
さ
れ
た
。

　
二
二
日
の
代
表
老
会
議
を
め
ぐ
っ
て
よ
り
重
要
だ
っ
た
の
は
、

レ
イ
シ
ー
に
よ
っ
て
北
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
「
陰
謀
」
に
関
す
る

情
報
が
伝
え
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
レ
イ
シ
ー
か
ら
の
書
簡
の

趣
旨
は
、
デ
イ
ヴ
ィ
ス
に
よ
れ
ば
、
「
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
i
は
月
曜

目
［
八
月
一
四
日
］
の
夜
に
決
起
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
と

理
解
」
さ
れ
た
。
レ
イ
シ
ー
自
身
も
「
お
そ
ら
く
月
曜
日
の
朝

に
は
ロ
ン
ド
ン
に
戻
っ
て
い
る
」
予
定
で
あ
っ
た
。
数
週
問
前

に
フ
ラ
ン
ス
か
ら
移
っ
て
き
た
ば
か
り
の
煉
瓦
エ
ジ
ョ
ウ
ジ

フ
．
リ
ツ
チ
ー
は
、
ロ
ン
ド
ン
に
は
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
に
呼
応

し
て
決
起
し
う
る
力
が
あ
る
と
強
調
し
た
。
「
…
セ
ン
ト
・
ジ

ャ
イ
ル
ズ
の
ア
イ
リ
ツ
シ
ュ
・
ブ
リ
ゲ
イ
ド
に
は
五
〇
〇
名
が

結
集
し
て
い
る
。
そ
し
て
・
：
従
来
敢
え
て
運
動
に
登
場
し
て
こ

な
か
っ
た
四
〇
〇
名
の
フ
ラ
ン
ス
人
が
、
我
々
が
決
起
す
る
時

に
は
い
つ
で
も
合
流
す
る
準
備
を
整
え
て
い
る
。
」
何
よ
り
も

ま
ず
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
か
ら
の
よ
り
正
確
な
知
ら
せ
を
待
つ
べ

き
で
あ
る
と
い
う
意
見
が
多
数
を
占
め
、
次
の
よ
う
な
段
取
り

が
決
定
さ
れ
た
。
翌
一
四
日
、
小
委
員
会
は
全
日
に
わ
た
っ
て

会
合
し
、
レ
イ
シ
ー
の
接
触
を
待
つ
。
代
表
者
会
議
は
午
後
六

時
か
ら
ホ
ウ
ボ
ー
ン
の
バ
ブ
「
オ
レ
ン
ジ
・
ト
ゥ
リ
ー
」
で
開

催
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
「
一
四
日
夜
に
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
で
決
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起
が
試
み
ら
れ
る
場
合
に
は
、
ロ
ン
ド
ン
も
決
起
す
べ
き
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

る
と
結
論
L
さ
れ
た
。

　
翌
一
四
日
、
小
委
員
会
は
朝
に
は
ロ
ン
ド
ン
に
到
着
し
て
い

る
は
ず
の
レ
イ
シ
ー
か
ら
の
連
絡
を
待
っ
た
が
、
何
の
連
絡
も

な
い
う
ち
に
代
表
者
会
議
の
時
問
と
な
っ
た
。
会
議
で
は
、
い

　
つ
で
も
「
陰
謀
」
を
決
行
で
き
る
よ
う
な
臨
戦
態
勢
を
敷
く
た

め
に
、
「
出
席
し
て
い
る
代
表
委
員
は
皆
、
自
ら
の
地
域
に
戻
っ

た
ら
即
座
に
、
決
起
の
意
志
を
持
ち
、
指
示
が
あ
れ
ぱ
す
ぐ
に

要
求
さ
れ
た
ど
ん
な
二
と
で
も
す
る
覚
悟
の
で
き
て
い
る
信
頼

■
し
う
る
人
物
を
、
四
人
か
ら
六
人
確
保
す
る
こ
と
」
が
決
定
さ

　
れ
た
。
「
バ
リ
ケ
ー
ド
の
構
築
を
は
じ
め
と
す
る
命
が
け
の
作

業
」
が
彼
ら
の
任
務
だ
っ
た
。
続
い
て
、
各
地
域
の
武
装
状
況

　
に
関
す
る
報
告
が
小
委
員
会
に
提
出
さ
れ
た
。
代
表
委
員
た
ち

　
は
午
後
一
〇
時
ま
で
「
オ
レ
ン
ジ
・
ト
ゥ
リ
ー
」
に
残
つ
た
が
、

　
結
局
レ
イ
シ
ー
は
現
わ
れ
ず
、
ロ
ン
ド
ン
に
お
け
る
決
起
も
見

　
　
　
　
（
2
7
〕

　
合
わ
さ
れ
た
。

　
　
一
五
日
の
夕
方
か
ら
「
ロ
ー
ド
・
デ
ン
マ
ン
」
で
開
か
れ
て

　
い
た
代
表
老
会
議
に
、
よ
う
や
く
レ
イ
シ
ー
が
姿
を
見
せ
た
。

　
バ
ウ
エ
ル
は
証
言
す
る
。
「
…
一
人
の
男
が
会
議
に
現
わ
れ
、

次
の
よ
う
に
述
べ
ま
し
た
。
自
分
は
た
っ
た
今
北
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
か
ら
戻
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
。
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
、
バ
ー
、
、
、

ン
ガ
ム
、
リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
の
老
た
ち
は
既
に
決
起
し
、
闘
っ
て

い
る
か
、
あ
る
い
は
今
夜
に
で
も
決
起
す
る
だ
ろ
う
。
囚
人
レ

イ
シ
ー
こ
そ
が
こ
の
人
物
で
あ
り
、
彼
は
地
方
へ
行
く
よ
う
に

と
指
名
さ
れ
た
代
表
委
員
で
し
た
。
L
こ
二
で
レ
イ
シ
ー
が
報

告
し
て
い
る
の
は
、
八
月
一
一
日
の
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
に
お
け

る
代
表
老
会
議
（
レ
イ
シ
ー
を
は
じ
め
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
、

ぐ
ー
ミ
ン
ガ
ム
、
リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
等
の
都
市
の
活
動
家
が
出

ノ席
）
で
合
意
さ
れ
た
、
こ
れ
ら
の
都
市
で
は
八
月
一
四
日
な
い

し
一
五
日
に
「
陰
謀
」
を
決
行
す
る
、
と
い
う
結
論
で
あ
っ
た
。

現
実
に
は
、
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
や
リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
で
は
「
陰
謀
」

の
計
画
は
具
体
化
さ
れ
ず
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
の
決
起
も
事
前

に
鎮
圧
さ
れ
た
わ
け
だ
が
、
レ
イ
シ
ー
の
報
告
を
受
け
た
ロ
ン

ド
ン
の
活
動
家
た
ち
は
「
陰
謀
」
を
決
行
す
る
意
志
を
改
め
て

固
め
た
。
代
表
老
会
議
は
中
断
さ
れ
、
小
委
員
会
メ
ン
バ
ー
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
㎎
）

レ
イ
シ
ー
と
協
議
す
る
た
め
に
退
席
し
た
。

　
協
議
の
後
、
小
委
員
会
メ
ン
バ
ー
点
「
ロ
ー
ド
．
デ
ン
マ
ン
」

に
戻
り
、
翌
一
六
日
夜
の
決
起
が
正
式
に
決
定
さ
れ
た
こ
と
を
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代
表
老
会
議
に
伝
え
た
。
具
体
的
に
は
、
ブ
リ
ュ
ス
タ
ー
の
指

揮
に
よ
っ
て
ク
ラ
ー
ク
ン
ウ
ェ
ル
・
グ
リ
ー
ン
を
、
ペ
イ
ン
の

指
揮
に
よ
っ
て
タ
ワ
ー
・
ハ
ム
レ
ヅ
ツ
を
、
バ
セ
ッ
ト
の
指
揮

に
よ
っ
て
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
を
、
そ
し
て
マ
リ
ン
ズ
の
指

揮
に
よ
っ
て
セ
ヴ
ン
・
ダ
イ
ア
ル
ズ
を
攻
撃
す
る
計
画
で
あ
り
、

マ
リ
ル
ボ
．
ン
、
バ
デ
ィ
ン
ト
ン
、
サ
マ
ー
ズ
タ
ウ
ン
、
チ
ェ
ル

シ
ー
等
の
活
動
家
は
セ
ヴ
ン
・
ダ
イ
ア
ル
ズ
の
行
動
に
、
ま
た

ロ
ン
ド
ン
南
部
の
活
動
家
は
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
i
の
行
動
に

合
流
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
続
い
て
マ
リ
ン
ズ
が
、
翌
日
の
行

動
の
段
取
り
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
語
っ
た
。
代
表
委
員
の

指
導
の
下
、
各
地
域
の
活
動
家
は
午
後
八
時
ま
で
に
武
装
し
、

地
域
の
拠
点
に
結
集
す
る
。
ロ
ン
ド
ン
の
「
陰
謀
」
全
体
の
司

令
部
は
「
オ
レ
ン
ジ
・
ト
ゥ
リ
ー
」
に
置
か
れ
、
責
任
老
は
リ

ッ
チ
ー
で
あ
る
。
午
後
五
時
に
各
地
域
の
任
務
の
詳
細
が
リ
ッ

チ
ー
か
ら
最
終
的
に
伝
え
ら
れ
る
。
各
代
表
委
員
は
「
完
全
な

信
頼
を
置
く
こ
と
の
で
き
る
」
四
－
六
人
と
と
も
に
、
正
確
に

午
後
五
時
に
「
オ
レ
ン
ジ
・
ト
ゥ
リ
ー
」
を
訪
れ
な
け
れ
ぱ
な

ら
な
い
。
各
地
域
で
出
動
態
勢
を
整
え
て
い
る
活
動
家
は
リ
ヅ

チ
ー
か
ら
の
指
示
を
受
け
、
午
後
九
時
二
〇
分
ま
で
に
自
ら
の

　
　
　
　
　
　
　
（
”
）

行
動
地
点
に
移
動
す
る
。
こ
う
し
て
、
六
月
一
二
日
以
来
準
備

さ
れ
て
き
た
ロ
ン
ド
ン
の
「
陰
謀
」
は
、
つ
い
に
決
行
の
時
を

迎
え
た
。

　
ニ
ハ
日
当
日
の
お
そ
ら
く
昼
問
に
開
か
れ
た
代
表
者
会
議
の

席
上
、
バ
ウ
エ
ル
は
自
分
が
ニ
フ
ィ
ー
ト
以
上
の
長
さ
の
あ
る

車
輸
付
き
大
砲
、
そ
し
て
相
当
量
の
火
薬
を
持
っ
て
い
る
と
言

い
出
し
た
。
「
こ
れ
は
嘘
で
し
た
。
代
表
委
員
た
ち
の
よ
り
強

い
信
頼
を
得
よ
う
と
、
私
は
こ
ん
な
こ
と
を
言
っ
た
の
で
す
。
」

既
に
各
地
域
の
武
装
状
況
の
チ
ェ
ッ
ク
は
一
四
日
に
す
ん
で
い

た
は
ず
だ
っ
た
が
、
こ
の
発
言
は
代
表
委
員
た
ち
を
喜
ぱ
せ
た
。

「
陰
謀
」
の
プ
ラ
ン
が
ど
こ
ま
で
級
密
に
練
ら
れ
た
も
の
だ
っ

た
か
、
こ
の
エ
ビ
ソ
ー
ド
か
ら
あ
る
程
度
は
推
察
で
き
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
午
後
六
時
、
警
察
が
「
オ
レ
ン
ジ
・
ト
ゥ
リ
ー
」

を
急
襲
し
、
以
下
の
一
一
人
が
逮
捕
さ
れ
た
。
ジ
目
ウ
ジ
フ
・

リ
ッ
チ
ー
（
煉
瓦
工
、
四
二
歳
）
、
ジ
ョ
ン
・
シ
ェ
バ
ー
ド
（
仕

立
工
、
三
四
歳
）
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ス
ノ
ウ
ボ
ー
ル
（
大
工
、
三

二
歳
）
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
リ
チ
ャ
ー
ド
ス
ン
（
大
工
、
三
〇

歳
）
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
グ
リ
ー
ン
ス
レ
イ
ド
（
製
靴
工
、
三
〇

歳
）
、
ヘ
ン
リ
ー
・
ス
モ
ー
ル
（
犬
工
、
一
三
歳
）
、
エ
ド
ワ
ー

245



一橋論叢 第107巻 第2号　（14〕

ド
・
ス
コ
デ
ィ
ン
グ
（
旋
盤
工
、
二
八
歳
）
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
バ

ー
ン
（
製
靴
工
、
四
四
歳
）
、
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
エ
イ
ブ
ル
（
運

搬
人
、
二
三
歳
）
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ガ
ー
二
1
（
製
靴
工
、
四
二

歳
）
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
マ
ー
テ
ィ
ン
（
新
聞
配
達
人
、
四
五

歳
）
。
マ
リ
ン
ズ
、
ペ
イ
ン
、
バ
セ
ッ
ト
ら
の
指
導
老
は
、
現
場

の
指
揮
を
と
る
た
め
「
オ
レ
ン
ジ
・
ト
ゥ
リ
ー
」
を
離
れ
て
い

た
。
こ
れ
ら
一
一
人
に
関
し
て
何
よ
り
も
特
徴
的
な
の
は
、
製

靴
工
、
仕
立
工
、
犬
工
等
、
プ
ロ
ぜ
口
が
「
首
都
に
お
け
る
チ

ャ
ー
テ
ィ
ズ
ム
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
」
と
呼
ぶ
職
人
た
ち
が
多
く

を
占
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
若
年
の
者
が
少
な
い
こ

と
も
注
目
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
特
徴
は
、
「
八
月
の
陰
謀
」
に
関

与
し
た
老
た
ち
が
、
例
え
ぱ
こ
の
年
の
三
月
六
－
八
日
の
ト
ラ

フ
ァ
ル
ガ
ー
・
ス
ク
エ
ア
暴
動
の
参
加
老
と
は
異
な
る
階
層
の

老
た
ち
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
「
少
年
た
ち
の
ユ

ッ
ク
ニ
ー
暴
動
」
と
呼
ぱ
れ
た
ト
ラ
フ
ァ
ル
ガ
ー
・
ス
ク
エ
ア

暴
動
の
際
の
逮
捕
者
の
う
ち
、
約
九
三
％
は
三
〇
歳
以
下
（
約

五
二
％
は
二
〇
歳
以
下
）
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
特
定
の
職
種
へ

の
集
中
も
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
暴
動
や
騒
乱
の
担
い
手
と
「
陰

謀
」
の
担
い
手
は
、
お
そ
ら
く
全
く
別
種
の
老
た
ち
だ
っ
た
の

　
（
3
0
）

で
あ
る
。
同
じ
く
一
六
日
の
午
後
九
時
に
は
、
サ
ザ
ッ
ク
の
バ

ブ
「
エ
ン
ジ
ェ
ル
」
で
武
装
し
た
二
二
人
の
グ
ル
ー
プ
が
逮
捕

さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
「
陰
謀
」
の
四
つ
の
攻
撃
地
点
の
一
つ
で
あ

る
セ
ヴ
ン
・
ダ
イ
ア
ル
ズ
に
は
、
午
後
九
時
半
頃
、
武
器
を
手

に
し
た
群
衆
が
集
ま
っ
た
が
、
彼
ら
は
警
察
に
よ
っ
て
簡
単
に

四
散
さ
せ
ら
れ
た
。
他
の
三
つ
の
予
定
さ
れ
た
攻
撃
地
点
で
は
、

結
局
何
の
具
体
的
な
行
動
も
試
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
主
た
る
指

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
肌
）

導
老
も
、
概
ね
八
月
二
〇
日
ま
で
に
逮
捕
さ
れ
た
。
バ
ウ
エ
ル

や
デ
イ
ヴ
ィ
ス
か
ら
充
分
な
情
報
を
得
て
い
た
治
安
当
局
は
、

余
裕
を
も
っ
て
「
八
月
の
陰
謀
」
を
粉
砕
し
た
の
で
あ
る
。

む
す
び

　
「
八
月
の
陰
謀
」
の
中
心
人
物
の
多
く
は
、
早
く
も
九
月
に
法

廷
に
登
場
し
た
（
主
要
な
例
外
は
一
一
月
に
裁
か
れ
た
マ
リ
ン

ズ
）
。
彼
ら
の
裁
判
に
あ
た
っ
て
最
も
重
要
な
証
言
と
な
っ
た

バ
ウ
ェ
ル
と
デ
イ
ヴ
ィ
ス
、
特
に
前
老
の
そ
れ
は
、
前
述
し
た

よ
う
な
そ
の
信
愚
性
に
関
す
る
強
い
疑
問
の
声
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
犬
筋
と
し
て
判
事
や
陪
審
員
に
よ
っ
て
採
用
さ
れ
た
。

『
ノ
ー
ザ
ン
・
ス
タ
ー
』
は
、
「
陰
謀
」
は
バ
ウ
エ
ル
を
は
じ
め
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と
す
る
ス
バ
イ
の
扇
動
の
所
産
で
あ
り
、
「
陰
謀
」
の
責
任
を
最

終
的
に
負
う
べ
き
な
の
は
ス
バ
イ
の
雇
用
者
た
る
内
務
省
で
あ

る
と
主
張
し
た
。
ま
た
、
カ
ヅ
フ
ェ
イ
は
法
廷
に
お
い
て
以
下

の
よ
う
に
述
べ
た
。
「
：
・
政
府
を
、
そ
し
て
法
務
長
官
を
、
私
は

哀
れ
だ
と
思
う
。
法
務
長
官
は
ス
バ
イ
長
官
と
呼
ば
れ
る
べ
き

で
あ
る
。
ス
バ
イ
を
利
用
す
る
こ
と
は
政
府
に
と
っ
て
恥
屠
だ

が
、
こ
の
よ
う
な
手
段
を
用
い
て
の
み
政
府
は
存
続
し
う
る
の

で
あ
る
。
」
し
か
し
結
局
、
ス
バ
イ
の
証
言
を
重
要
な
根
拠
と
し

て
、
「
八
月
の
陰
謀
」
の
首
謀
老
た
ち
に
は
厳
し
い
量
刑
、
具
体

的
に
は
、
リ
ヅ
チ
ー
、
レ
イ
シ
ー
、
フ
ェ
イ
、
カ
ヅ
フ
ェ
イ
、

ダ
ウ
リ
ン
グ
、
マ
リ
ン
ズ
に
終
身
流
刑
、
彼
ら
以
外
の
一
二
人

に
二
年
間
の
投
獄
、
三
人
に
一
八
ケ
月
問
の
投
獄
が
課
せ
ら

仏
苧

　
法
廷
に
お
け
る
証
言
に
よ
っ
て
ス
バ
イ
と
し
て
の
自
ら
の
活

動
を
周
知
の
も
の
と
し
た
パ
ウ
エ
ル
と
デ
イ
ヴ
ィ
ス
は
、
チ
ャ

ー
テ
ィ
ズ
ム
の
支
持
者
を
は
じ
め
と
す
る
少
な
か
ら
ぬ
人
々
の

憎
悪
の
対
象
と
な
っ
た
。
既
に
述
べ
た
通
り
、
グ
リ
ニ
ヅ
ジ
で

の
商
売
を
断
念
し
た
デ
イ
ヴ
ィ
ス
は
そ
の
後
サ
ウ
サ
ン
プ
ト
ン

に
移
っ
た
。
一
八
四
九
年
の
コ
レ
ラ
流
行
で
妻
を
失
っ
た
彼
の

許
に
は
三
人
の
子
供
が
残
さ
れ
た
。
報
酬
の
上
積
み
を
求
め
る

デ
イ
ヴ
ィ
ス
の
要
請
を
、
内
務
省
は
受
け
入
れ
な
か
っ
た
。
一

方
パ
ウ
エ
ル
は
、
一
八
四
九
年
の
中
頃
、
内
務
省
の
負
担
で
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ァ
に
移
住
し
た
。
し
か
し
、
オ
i
ス
ト
ラ
リ
ア
に

は
チ
ャ
ー
テ
ィ
ズ
ム
と
関
係
し
て
い
た
移
民
や
流
刑
者
、
あ
る

い
は
パ
ウ
エ
ル
同
様
に
ス
バ
イ
活
動
に
従
事
し
た
過
去
を
持
つ

者
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
安
定
し
た
職
を
得
る
こ
と
に
失
敗
し

た
バ
ウ
エ
ル
は
一
八
五
一
年
四
月
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ァ
を
離
れ
、

イ
ギ
リ
ス
ヘ
向
か
っ
た
。
そ
の
後
の
彼
は
、
フ
ロ
ス
ト
に
よ
れ

ば
、
「
自
分
は
＝
八
四
八
年
に
］
『
杜
会
を
救
っ
た
』
、
そ
し
て

そ
の
杜
会
は
自
分
に
対
し
て
充
分
に
感
謝
の
意
を
表
し
て
い
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鎚
）

い
と
…
不
満
を
並
べ
て
明
け
暮
れ
る
男
で
あ
っ
た
。
」

　
一
八
四
八
年
の
ロ
ン
ド
ン
に
お
い
て
ス
バ
イ
・
シ
ス
テ
ム
は

成
功
し
た
と
ベ
ル
チ
ェ
ム
が
論
ず
る
時
、
何
よ
り
も
念
頭
に
置

か
れ
て
い
る
の
は
情
報
提
供
者
と
し
て
の
ス
バ
イ
の
機
能
で
あ

る
。
バ
ウ
ェ
ル
や
デ
イ
ヴ
ィ
ス
は
詳
細
で
概
ね
正
確
な
ロ
ン
ド

ン
の
「
陰
謀
」
に
つ
い
て
の
情
報
を
提
供
し
て
、
治
安
維
持
に

夫
い
に
貢
献
し
た
と
ベ
ル
チ
ェ
ム
は
解
釈
す
る
。
チ
ャ
ー
テ
ィ

ズ
ム
の
時
代
の
治
安
維
持
政
策
に
関
す
る
そ
の
先
駆
的
研
究
の
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中
で
、
メ
イ
ザ
ー
は
ス
バ
イ
の
利
用
に
伴
う
危
険
性
を
二
点
指

摘
し
て
い
る
が
、
そ
の
第
一
は
ス
パ
イ
の
情
報
が
往
々
に
し
て

根
拠
も
な
く
危
機
を
誇
張
す
る
二
と
で
あ
る
。
自
ら
の
情
報
が

実
際
以
上
に
重
要
で
あ
る
と
思
わ
せ
る
た
め
に
、
そ
し
て
ス
バ

イ
と
し
て
の
自
ら
の
存
在
が
不
可
欠
で
あ
る
と
印
象
づ
け
る
た

め
に
、
ス
バ
イ
の
多
く
が
こ
う
し
た
セ
ン
セ
イ
シ
目
ナ
リ
ズ
ム

の
傾
向
を
持
っ
た
。
ト
ム
ス
ン
も
ス
バ
イ
た
ち
の
「
自
ら
の
報

告
を
セ
ン
セ
イ
シ
ヨ
ナ
ラ
イ
ズ
す
る
職
業
的
バ
イ
ア
ス
」
に
言

及
し
て
い
る
が
、
彼
は
続
け
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
「
三
一

の
事
実
は
あ
ま
り
に
し
ば
し
ば
見
落
と
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、

ス
バ
イ
の
雇
用
老
た
ち
も
間
抜
け
で
は
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
こ

の
バ
イ
ア
ス
に
つ
い
て
よ
く
認
識
し
て
い
た
。
…
彼
ら
は
し
ぱ

し
ば
、
情
報
を
点
検
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
、
一
人
よ
り
多

く
の
内
通
老
（
互
い
に
知
ら
な
い
）
を
雇
用
し
て
用
心
し
た
。
」

こ
の
点
は
一
八
四
八
年
の
ロ
ン
ド
ン
に
も
該
当
す
る
。
バ
ウ
エ

ル
と
デ
イ
ヴ
ィ
ス
は
互
い
に
相
手
が
ス
バ
イ
で
あ
る
こ
と
を
知

ら
さ
れ
な
い
ま
ま
活
動
し
た
わ
け
だ
が
、
両
老
の
提
供
す
る
情

報
の
間
に
本
質
的
な
矛
盾
は
な
か
つ
た
。
彼
ら
の
情
報
は
概
ね

正
確
と
言
っ
て
よ
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
治

安
当
局
が
長
期
間
に
わ
た
っ
て
彼
ら
を
雇
用
し
、
相
当
額
の
報

酬
を
与
え
て
い
る
事
実
が
説
明
で
き
な
い
。
逆
に
、
例
え
ぱ
バ

タ
ス
ン
の
そ
れ
の
よ
う
な
、
い
た
ず
ら
に
危
機
を
強
調
す
る
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
帥
）

か
り
の
情
報
は
ほ
と
ん
ど
顧
慮
さ
れ
な
か
っ
た
。

　
メ
イ
ザ
ー
が
指
摘
す
る
第
二
点
は
、
「
ス
バ
イ
が
暴
力
や
反

乱
の
扇
動
老
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
」
二
と
で
あ
る
。
活
動
家

の
信
頼
を
得
る
た
め
に
、
ス
バ
イ
は
暴
力
行
使
も
辞
さ
な
い
と

の
決
意
表
明
や
扇
動
的
発
言
で
活
動
へ
の
熱
意
を
示
そ
う
と
し

た
し
、
ま
た
、
「
陰
謀
」
そ
の
も
の
が
な
く
な
れ
ぱ
ス
バ
イ
の
存

在
理
由
も
同
時
に
な
く
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
、
自
ら
の
収
入
の

源
泉
を
温
存
す
る
た
め
に
も
、
ス
バ
イ
は
扇
動
に
力
を
入
れ
た
。

問
題
は
、
こ
う
し
た
扇
動
が
実
際
に
治
安
当
局
の
脅
威
と
な
る

よ
う
な
事
態
を
誘
発
す
る
危
険
性
だ
っ
た
。
バ
ウ
エ
ル
は
扇
動

で
悪
名
が
高
い
。
し
か
し
、
彼
の
扇
動
が
な
け
れ
ぱ
「
八
月
の

陰
謀
」
そ
の
も
の
が
試
み
ら
れ
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
、
と
い

う
『
ノ
ー
ザ
ン
・
ス
タ
ー
』
の
議
論
は
成
立
し
な
い
。
彼
の
扇

動
が
「
陰
謀
」
の
準
備
に
関
与
す
る
老
た
ち
の
戦
闘
的
気
分
を

高
め
、
「
陰
謀
」
の
成
功
に
つ
い
て
の
楽
観
論
を
導
い
た
こ
と
は

事
実
で
あ
ろ
う
が
、
「
陰
謀
」
へ
向
け
て
の
地
下
活
動
の
基
本
的
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方
針
は
大
き
く
左
右
さ
れ
は
し
な
か
っ
た
。
ま
た
、
「
八
月
の

陰
謀
」
と
は
別
個
の
暴
力
行
使
等
が
彼
の
扇
動
に
よ
っ
て
誘
発

さ
れ
、
治
安
当
局
に
脅
威
を
与
え
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
メ
イ

ザ
ー
の
言
う
第
二
の
危
険
性
も
、
一
八
四
八
年
の
ロ
ン
ド
ン
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
肪
）

は
回
避
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
二
点
は
情
報
提
供
及
び
扇
動
と
い
う
ス
バ
イ
の
二
つ
の

機
能
に
各
々
関
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
ス
バ
イ
に
は
も
う
一
つ

の
重
要
な
機
能
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
ス
バ
イ
の
潜
入
が
活

動
家
の
間
に
疑
心
暗
鬼
を
呼
ぴ
起
こ
し
、
結
果
的
に
運
動
や
組

織
に
打
撃
を
与
え
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
年
の
ロ
ン
ド
ン
の
地

下
活
動
で
は
、
ス
バ
イ
ヘ
の
警
戒
を
強
め
る
べ
き
こ
と
が
し
ぱ

し
ば
指
示
さ
れ
た
が
、
誰
が
ス
バ
イ
で
あ
る
か
を
見
破
る
の
が

難
し
い
状
況
の
中
、
こ
う
し
た
指
示
は
相
互
不
信
を
招
く
ぱ
か

り
だ
っ
た
。
バ
ウ
エ
ル
は
証
言
す
る
。
「
ク
リ
ヅ
プ
ル
ゲ
イ
ト

の
チ
ャ
ー
テ
ィ
ス
ト
が
同
僚
の
メ
ン
バ
ー
の
大
半
を
ス
バ
イ
で

は
な
い
か
と
疑
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
、
私
は
驚
い
た
も
の

で
す
。
」
根
強
い
相
互
不
信
の
存
在
が
「
陰
謀
」
を
目
指
す
地
下

活
動
を
弱
体
化
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
不
思
議
な
こ
と
で
は

な
い
。
ス
バ
イ
の
潜
入
は
、
こ
う
し
て
運
動
や
組
織
を
蝕
む
機

。
能
を
持
っ
て
い
た
。
以
上
三
つ
の
機
能
に
関
し
て
、
一
八
四
八

年
の
ロ
ン
ド
ン
に
お
け
る
ス
バ
イ
・
シ
ス
テ
ム
は
確
か
に
成
功

し
た
と
結
論
で
き
る
。
そ
し
て
、
治
安
維
持
に
際
し
て
ス
バ
イ

が
重
要
な
役
割
を
担
っ
た
と
い
ヶ
事
実
は
、
一
八
四
八
年
の
時

点
に
お
い
て
統
治
が
依
然
と
し
て
強
圧
的
性
格
を
色
濃
く
残
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
6
）

て
い
た
こ
と
を
示
す
一
つ
の
有
力
な
事
例
と
言
え
よ
う
。

（
1
）
　
き
ミ
ざ
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、
［
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］
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．
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①
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〇
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①
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；
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膏
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①
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O
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U
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①
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．
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＼
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＼
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．
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亭
p
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。
ミ
、
ら
．
～
ミ
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■
胃
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．
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お
、
本
稿
で
利

　
　
用
す
る
手
稿
類
は
全
て
ロ
ン
ド
ン
の
バ
、
ブ
リ
ヅ
ク
・
レ
コ
i

　
　
ド
・
オ
フ
ィ
ス
所
蔵
の
も
の
で
あ
る
。

（
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）
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〇
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司
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．
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（
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）
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3
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奏
①
戸
津
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．

崖
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ミ
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一
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ド

（
7
）
　
向
く
己
o
目
o
①
o
｛
O
o
o
『
o
頁
①
U
凹
三
ω
一
算
O
O
O
－
し
o
o
－
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ω
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貝
．

崖
貞
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旨
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一
ω
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①
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秦

（
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）
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津
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ミ
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喜
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．
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ト
ミ
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募
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昌
ま
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ら
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．
H
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睾
員
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ぎ
ミ
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一
〇
．
曽
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一
〇
訂
貝
ミ
．
き
’
暑
．
畠
－
ド

（
9
）
寄
君
募
o
毫
．
冒
く
邑
o
貝
H
一
員
長
員
－
こ
冒
①
曇
。
。
一

　
　
エ
O
宗
＼
豊
昌
＞
一
昌
L
o
ω
8
一
。
畠
｛
。
。
一
拙
稿
「
一
八
四
八
年

　
　
の
チ
ャ
ー
テ
ィ
ズ
ム
と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
移
民
　
　
ロ
ン
ド
ン

　
　
を
中
心
に
　
　
」
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歴
史
学
研
究
』
五
九
〇
号
、
一
九
八
九
年
二

　
　
月
。
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1
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①
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①
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o
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．
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こ
の
年
の
チ
ャ
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テ
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コ
ン
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デ
レ
イ

　
　
ト
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、
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2
0
）
　
き
迂
．
一
肉
①
o
o
ユ
o
｝
o
．
U
－
ま
9
o
貝
昌
－
o
目
①
－
o
o
ト
o
〇
一
＝
O

　
　
含
＼
達
昌
ど
O
O
邑
姜
き
§
h
“
、
も
．
竃
一
ミ
募
ω
8
§
1
0
“
“
二

　
　
導
塞
3
前
掲
出
稿
。

（
2
1
）
穿
幕
昌
①
9
掌
o
…
亀
o
秦
一
τ
弓
O
j
o
己
㊤
＞
豪

　
　
H
o
o
』
o
〇
一
↓
ω
目
＼
H
｛
N
＼
ω
o
o
〇
一
向
く
巨
①
o
〔
①
o
｝
ミ
≡
討
目
－
■
．
O
『
o
ω
9

　
　
｝
一
〇
〇
〇
’
O
o
↓
・
ω
①
ω
9
o
目
－
o
o
』
o
〇
一
↓
ω
H
H
＼
H
ω
o
＼
ω
o
0
H
一
留
“
辻
、
呉
．

　
　
§
ト
撃
㎝
ぎ
①
・
」
。
。
亀
一
睾
O
ω
戸
§
二
き
署
．
H
お
－
9
一

　
　
〇
〇
〇
〇
奉
ξ
一
s
．
ミ
．
も
』
o
ら
．
㊤
－
．

（
2
2
）
穿
幕
目
8
9
掌
o
量
亀
o
毒
一
τ
；
O
二
◎
こ
o
＞
ξ

　
　
崖
章
↓
ω
旨
＼
崖
ミ
娑
o
．

（
2
3
）
穿
幕
篶
：
｛
掌
o
§
亀
o
毒
一
τ
弓
P
昌
岩
＞
ξ

畠
鼻
↓
ω
自
＼
－
§
＼
竈
㊤
一
穿
一
匝
昌
8
艮
Ω
8
『
o
q
①
冒
芸
も
一

　
〇
〇
〇
．
一
H
o
o
I
－
o
ω
①
o
け
－
o
o
ト
o
〇
一
↓
ω
H
H
＼
－
ω
①
＼
ω
ベ
ド

（
2
4
）
向
ま
8
8
o
；
ぎ
昌
轟
ま
秦
一
τ
弓
O
二
昌
岩
ぎ
血
・
‘

　
崖
亀
一
↓
ω
－
く
－
s
＼
鵠
p
北
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
「
陰

　
謀
」
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
幸
」
。
－
o
ミ
9
．
↓
ま
O
冨
；
9
ω

　
胆
目
匝
p
｝
①
－
ユ
ω
ゴ
O
o
目
h
①
O
o
『
凹
↓
①
ω
一
－
凹
冒
o
與
ω
プ
マ
①
－
］
．
o
o
｛
o
o
．
一
妻
尋

　
雰
ざ
、
§
、
⑦
ぎ
§
章
8
．
章
z
o
く
．
H
竃
卜

（
2
5
）
内
名
o
・
；
｛
甲
冒
芸
享
L
』
ぎ
旧
．
曇
。
。
一
＝
O
島
＼
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冒
昌
＞
一
〇
〇
〇
匝
妻
印
さ
s
l
、
“
二
〇
．
竃
1

（
2
6
）
　
宛
①
o
o
斗
o
｛
内
一
〇
言
｛
ω
山
o
P
宣
＞
E
甲
－
o
o
』
o
〇
一
匡
O
｛
蜆
＼

　
墨
昌
＞
一
〇
〇
〇
〇
ミ
印
き
怠
－
〔
辛
一
〇
1
竃
．

（
2
7
）
　
き
“
、
．
…
向
く
－
o
①
コ
o
①
o
｛
↓
＝
o
目
一
閏
ω
勺
o
峯
①
戸
｝
け
～
O
二
〇
目
H
o

　
＞
冒
o
q
．
H
o
o
占
o
〇
一
↓
ω
H
く
H
§
＼
ω
o
o
㊤
1

（
2
8
）
　
向
く
巨
雪
8
o
｝
↓
ぎ
昌
轟
弓
o
峯
o
－
F
斗
勺
ρ
一
昌
岩
俸
ω
H

　
＞
E
印
q
I
H
o
o
畠
一
↓
ω
■
＼
H
§
＼
竃
〇
一
Ω
8
匝
名
凹
き
§
’
ミ
．
ら
．
8
一

　
－
O
峯
P
ざ
9
ミ
・
O
P
－
O
．
O
－
8
一
拙
稿
「
一
八
四
八
年
、
リ
ヴ

　
ァ
プ
ー
ル
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
と
実
力
行
使
の
脅
威
」
『
西
洋

　
史
学
』
一
五
七
号
、
一
九
九
〇
年
六
月
。

（
2
9
）
　
向
く
己
8
8
o
｝
↓
ぎ
昌
鶉
勺
o
峯
①
＝
一
算
～
O
二
昌
岩
＞
昌
炉

　
H
o
o
嵩
一
↓
ω
H
く
H
§
＼
竃
ε
曽
一
ω
o
ω
8
け
畠
畠
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〇
〇
〇
庄
妻
與
き
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、
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掌
竃
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．
p
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畠
1

（
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o
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o
易
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o
冨
訂
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＆
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鷺
↓
『
需
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〕
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＝
昌
ω
①
g
幸
＆
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巴
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碧
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↓
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＼
崖
ミ
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o
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昌
o
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目
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印
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冒
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；
①
　
弓
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o
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§
㌻
　
嚢
ざ
ミ

　
完
§
ざ
§
一
く
o
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．
×
×
－
＜
一
目
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』
二
竃
H
一
〇
』
o
べ
．

（
釦
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向
く
匝
庁
目
o
o
O
｛
O
－
印
二
〇
ω
句
『
o
O
①
『
斥
斥
O
す
E
σ
－
P
與
け
O
O
Ω
一

　
崖
－
岩
ω
ε
F
崔
亀
一
↓
ω
H
く
－
窒
＼
ω
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向
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巳
g
8
o
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↓
プ
o
昌
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勺
『
o
目
⑰
q
①
『
胆
目
O
o
｛
ミ
＝
＝
”
自
一
｝
．
O
H
o
ω
9
顯
↓
O
O
（
ポ

　
0
9
1
ω
①
ω
色
o
コ
一
〇
〇
』
o
〇
一
↓
ω
H
－
＼
H
ω
㊤
＼
ω
o
o
ご
向
く
己
①
目
o
①
o
｛
』
o
需
・

　
○
す
↓
｝
o
昌
湯
o
貝
弓
ω
旨
＼
－
亀
＼
ω
o
．
3
～
易
戸
§
．
ミ
．
ら
．
崖
蜆
一

　
O
O
a
奏
ξ
一
§
一
ミ
ニ
O
．
㊤
3
ω
葦
…
9
§
1
良
こ
O
O
」
胃
ー
ド

（
3
2
）
　
き
一
塞
＞
目
撃
S
ω
毫
け
冨
お
一
〇
印
昌
昌
晶
9
S
・
ミ
’

　
o
p
竃
o
o
－
き
一
〇
8
o
奉
毫
一
§
．
〔
“
、
－
ら
p
竃
－
亡
ω
彗
…
9
s
－

　
9
こ
o
o
」
o
o
甲
9

（
鎚
）
　
＞
⑦
一
べ
O
q
－
H
o
o
卜
o
o
い
｝
①
－
o
ブ
①
ヨ
一
．
O
す
陣
ユ
尿
一
－
目
｛
o
『
昌
①
『
ω

　
ぎ
＞
ε
旨
竺
ぎ
，
ら
O
』
㌣
ご
卑
O
鼻
S
．
O
嵩
－
一
〇
．
崖
ご
竃
螂
亭
・

　
①
5
0
ぎ
曇
§
s
ミ
、
蟹
〔
膏
ぎ
o
l
崖
o
。
一
幸
9
窒
胃
一
§
1
o
“
、
－
ら
．

　
塞
卜
一
八
五
〇
年
三
月
、
デ
イ
ヴ
ィ
ス
の
隣
人
で
あ
っ
た
メ
ソ

　
デ
ィ
ス
ト
の
聖
職
老
ジ
ョ
ン
・
ノ
ー
ル
ズ
は
、
報
酬
要
求
を
め

　
ぐ
る
デ
イ
ヴ
ィ
ス
と
内
務
省
と
の
交
渉
の
仲
介
を
サ
ウ
サ
ン
プ

　
ト
ン
市
長
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ア
ン
ド
ル
ー
ズ
に
依
頼
し
た
が
、

　
「
ス
パ
イ
に
は
ほ
と
ん
ど
何
ら
シ
ン
バ
シ
ー
を
感
じ
る
こ
と
が

　
で
き
ま
せ
ん
」
と
す
る
ア
ン
ド
ル
ー
ズ
は
、
デ
ィ
ヴ
ィ
ス
の
た

　
め
に
尽
力
し
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。

（
3
4
）
　
従
来
信
頼
で
き
な
い
と
さ
れ
て
き
た
ス
バ
イ
情
報
の
資
料

　
価
値
に
光
を
あ
て
だ
こ
と
は
、
ト
ム
ス
ン
の
功
績
の
一
つ
で
あ

　
る
。
ス
バ
イ
情
報
へ
の
注
目
を
通
じ
て
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る

　
地
下
の
革
命
的
伝
統
が
評
価
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
O
～
o

　
向
昌
色
2
一
〇
ミ
§
“
S
ミ
、
⑦
ミ
汀
嘗
“
S
鳶
ざ
ミ
恥
－
寄
O
－
－
b
§
一

　
－
o
目
o
o
貝
一
竃
メ
o
」
胃
こ
o
＝
目
ω
冨
き
畠
o
p
§
ミ
ぎ
、
b
“
ω
－

　
、
ミ
ぎ
ミ
o
塞
ぎ
鳶
ざ
ミ
具
－
§
Q
－
－
的
§
一
乞
o
ミ
く
o
『
ぎ
H
竃
9

　
o
p
－
㌣
ω
一
｝
色
o
訂
員
．
↓
訂
ω
蛋
－
ω
壱
8
昌
ぎ
崖
畠
．
一
〇
〇
．
旨

　
－
o
。
一
冨
斗
訂
5
§
㌻
ミ
o
ミ
ミ
ぎ
§
雨
ト
篶
県
§
“
o
ぎ
、
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淳
グ
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N
富
一
↓
ぎ
昌
湯
O
P
怠
．
〔
“
、
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暑
．
S
甲
§
．

（
3
5
）
　
奏
一
塞
＞
目
①
q
’
8
ω
8
け
－
o
o
』
o
〇
一
素
算
汗
■
ミ
｝
ざ

　
◎
き
、
ぎ
§
“
ト
篶
ミ
き
雨
o
ぎ
ミ
涼
グ
o
－
N
8
．

（
鎚
）
　
向
く
｛
o
①
目
o
①
o
h
弓
＝
o
目
一
剋
ω
　
勺
o
ミ
①
－
F
　
印
け
O
O
O
二
　
H
o
0
1
H
㊤

ω
8
R
」
o
。
杜
o
。
一
↓
ω
旨
＼
－
塞
＼
ω
ベ
ド
一
八
四
八
年
の
統
治
政
策
全

体
の
基
本
的
性
格
に
つ
い
て
は
、
別
稿
を
用
意
し
た
い
。

　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
（
東
京
農
工
大
学
専
任
講
師
）
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